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教
育
と
は
何
か

学
校
長

上
田

祐
規

新
緑
の
輝
き
の
中
に
、
中
学

校
七
五
名
、
高
等
学
校
二
七
四

名
の
新
入
生
を
迎
え
た
。
こ
れ

ら
の
優
秀
な
生
徒
を
保
護
者
の

期
待
に
応
え
る
べ
く
教
師
陣
一

丸
と
な
っ
て
指
導
し
て
い
か
ね

ば
な
ら
な
い
。

う

真
の
教
育
は
、
こ
の
世
に
享う

け
難
き
人
間
と
し
て
の
生
を
享

け
た
一
個
人
が
、
い
か
に
生
き

る
べ
き
か
、
そ
し
て
命
を
燃
え

あ
が
ら
せ
る
に
は
ど
う
し
た
ら

よ
い
か
を
、
真
剣
に
伝
え
る
こ

と
で
あ
ろ
う
。
何
か
に
命
を
か

け
る
こ
と
で
あ
る
。
命
を
か
け

て
努
力
し
た
と
き
に
夢
は
現
実

と
な
ろ
う
。
人
間
は
限
ら
れ
た

年
数
し
か
生
き
る
こ
と
は
で
き

な
い
し
、
ま
た
い
つ
ま
で
も
青

年
時
代
で
も
な
い
。
従
っ
て
勉

強
す
る
に
最
も
充
実
す
る
時
期

が
あ
る
、
い
わ
ゆ
る
「
教
育
に

お
け
る
適
時
性
」
で
あ
る
。
中

学
・
高
校
・
大
学
の
時
代
が
そ

れ
で
あ
る
。
勉
強
が
充
実
す
る

た
め
に
は
そ
の
土
台
と
な
る
基

本
姿
勢
が
問
題
で
あ
る
。
ま
ず

は
、
困
難
に
負
け
な
い
我
慢
強

さ
や
根
気
強
さ
な
ど
の
岩
を
も

砕
く
強
固
な
「
意
志
」
を
持
つ

こ
と
。
思
い
や
り
、
親
切
心
、

感
動
で
き
る
豊
か
な
心
や
感
性

を
持
つ
こ
と
な
ど
が
大
切
で
あ

り
、
そ
の
上
に
豊
か
な
知
識
を

持
つ
こ
と
で
あ
る
。
自
ら
の
意

志
が
弱
か
っ
た
り
、
勉
学
な
ど

う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
場
合
、

ひ

と

よ
く
そ
の
原
因
を
「
他
人
の
せ

い
」
に
す
る
生
徒
が
い
る
。

「
他
罰
主
義
」
と
も
い
う
が
、

自
ら
の
意
志
の
弱
さ
を
自
ら
露

呈
し
て
い
る
と
も
言
え
る
。
人

間
と
し
て
大
切
な
こ
と
は
強
い

本
年
入
試
の
特
徴
の
一
つ
に
法

学
部
の
難
化
が
あ
る
。
法
科
大
学

院
（
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
）
設
置
に
伴

う
法
学
部
定
員
削
減
の
あ
お
り
を

受
け
た
結
果
で
あ
る
。
中
で
も
東

大
文
一
は
定
員
削
減
が
最
多
の
一

九
〇
人
に
及
び
、
超
難
関
入
試
と

な
っ
た
が
、
本
校
か
ら
合
格
者

（
現
役
）
が
出
た
こ
と
を
喜
び
た

い
。次

に
九
大
二
ケ
タ
合
格
は
、
関

係
者
の
多
年
の
夢
で
あ
っ
た
が
、

本
年
は
つ
い
に
大
願
が
成
就
し

た
。
小
規
模
校
故
の
色
々
な
制
約

下
で
の
二
ケ
タ
合
格
は
在
校
生
に

と
っ
て
福
岡
の
地
が
身
近
に
感
じ

ら
れ
、
大
い
な
る
発
奮
剤
と
な
っ

た
は
ず
。
次
年
度
以
降
の
さ
ら
な

る
進
展
が
望
ま
れ
る
。

「
医
歯
薬
の
真
和
」
の
伝
統
は

今
年
も
生
き
て
い
た
。
難
関
の
国

立
医
学
科
の
一
〇
名
（
タ
イ
記

録
）
を
初
め
、
こ
れ
ら
の
分
野
へ

の
合
格
者
総
数
は
六
〇
に
の
ぼ

り
、
医
歯
薬
系
に
強
い
真
和
の
名

は
着
実
に
世
間
に
浸
透
し
つ
つ
あ

る
。一

方
、
本
校
勢
の
今
春
入
試
を

顧
み
て
痛
感
さ
せ
ら
れ
た
反
省
点

が
二
つ
あ
る
。

①
詰
め
の
甘
さ
（
＝
気
の
ゆ
る
み

か
ら
か
セ
ン
タ
ー
試
験
が
近
づ
く

に
つ
れ
授
業
、
課
外
へ
の
出
席
率

が
低
下
し
、
受
験
期
を
調
子
の
底

の
状
態
で
迎
え
て
し
ま
っ
た
）

②
我
流
学
習
法
の
限
界
（
＝
マ
ー

ク
テ
ス
ト
は
切
り
抜
け
ら
れ
て

も
、
記
述
式
の
二
次
試
験
に
は
対

応
で
き
な
い
）

こ
の
解
決
法
は
簡
単
明
瞭
。

「
授
業
を
大
切
に
」
と
い
う
こ
と

に
尽
き
る
。
各
自
が
熱
気
あ
ふ
れ

る
教
室
の
雰
囲
気
づ
く
り
に
努
力

し
、
「
自
他
共
栄
」
の
心
を
持
つ

こ
と
こ
そ
が
一
番
の
現
役
合
格
法

な
の
で
あ
る
。

九
州
ブ
ロ
ッ
ク
の
進
学
拠
点
校

と
言
わ
れ
る
私
学
の
四
校
に
共
通

し
た
数
値
が
あ
る
。
国
立
大
合
格

一
〇
〇
（
以
上
）
の
数
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
中
高
一
貫
制
の
四
校
は

比
較
的
小
規
模
校
で
あ
り
な
が
ら

例
年
、
東
大
を
初
め
全
国
の
難
関

校
、
学
部
に
合
格
者
を
輩
出
。
九

州
に
お
け
る
拠
点
校
と
し
て
の
不

動
の
地
位
を
確
立
し
て
い
る
。
真

和
が
見
習
う
べ
き
点
で
一
番
現
実

的
な
も
の
は
、
国
立
大
一
〇
〇
の

数
字
で
あ
ろ
う
。
近
年
、
本
校
勢

○

九
大
、初
の
二
ケ
タ
に

○

望
ま
れ
る「
自
他
共
栄
」の
心

意
志
や
感
性
で
あ
り
、
ま
た

多
く
の
人
々
の
お
力
に
よ
る

こ
と
を
感
じ
と
る
感
謝
の
心

を
も
つ
こ
と
で
あ
る
。
数
奇

な
運
命
を
経
て
弁
護
士
と
な

り
、
今
は
大
阪
市
の
助
役
を

さ
れ
て
い
る
大
平
光
代
さ
ん

は
、
ど
ん
底
時
代
に
「
お
っ

ち
ゃ
ん
」
と
言
わ
れ
る
方
か

ら
「
甘
っ
た
れ
る
な
!!
」
と

一
喝
を
食
ら
っ
て
、
猛
然
と

努
力
さ
れ
た
と
聞
い
て
い

る
。
「
人
生
は
失
敗
も
出
来

る
訓
練
の
場
で
あ
る
」
と
も

言
わ
れ
て
い
る
。
本
紙
所
載

の
先
輩
の
こ
と
ば
を
参
考
に

し
て
、
人
間
と
し
て
よ
り
よ

き
磨
き
を
か
け
て
ほ
し
い
も

の
で
あ
る
。

千

葉

大（
工
）

〃

（
園
芸
）

東
京
大（
文
科
一
類
）

東
京
学
芸
大（
教
育
）

東
京
工
業
大（
第
１
類
）

信

州

大（
農
）

岐

阜

大（
農
）

大

阪

大（
工
）

〃

（
医
）

神

戸

大（
経
営
夜
）

島

根

大（
医
）

岡

山

大（
医
）

広

島

大（
医
）

山

口

大（
経
済
）

〃

（
工
）

〃

（
農
）

愛

媛

大（
医
）

高

知

大（
理
）

九

州

大（
法
）

〃

（
法
）

〃

（
経
済
）

〃

（
経
済
）

〃

（
工
）

〃

（
工
）

〃

（
工
）

〃

（
農
）

〃

（
農
）

〃

（
農
）

九
州
工
大（
工
）

〃

（
情
報
工
）

福
岡
教
育
大（
教
育
）

佐

賀

大（
理
工
）

〃

（
農
）

長

崎

大（
経
済
）

〃

（
経
済
）

〃

（
工
）

熊

本

大（
文
）

〃

（
法
）

〃

（
法
）

〃

（
教
育
）

〃

（
教
育
）

〃

（
教
育
）

〃

（
教
育
）

熊

本

大（
教
育
）

〃

（
教
育
）

〃

（
教
育
）

〃

（
教
育
）

〃

（
教
育
）

〃

（
理
）

〃

（
理
）

〃

（
理
）

〃

（
工
）

〃

（
工
）

〃

（
工
）

〃

（
工
）

〃

（
工
）

〃

（
工
）

〃

（
工
）

〃

（
工
）

〃

（
工
）

〃

（
工
）

〃

（
工
）

〃

（
医
）

〃

（
医
）

〃

（
医
）

〃

（
医
）

〃

（
医
）

〃

（
医
）

〃

（
医
）

〃

（
薬
）

〃

（
薬
）

大

分

大（
経
済
）

〃

（
工
）

〃

（
医
）

宮
崎
大（
教
育
文
化
）

〃

（
農
）

鹿
児
島
大（
工
）

〃

（
農
）

〃

（
農
）

〃

（
農
）

琉

球

大（
医
）

都
立
保
健
科
学
大（
保
健
科
学

）

東
京
都
立
大（
理
）

北
九
州
市
立
大（
法
）

九
州
歯
大（
歯
）

シ
ー
ボ
ル
ト
大（
国
際
情
報

）

長
崎
県
立
大（
経
済
）

熊
本
県
立
大（
文
）

〃

（
文
）

〃

（
文
）

〃（
総
合
管
理
）

〃（
総
合
管
理
）

〃（
総
合
管
理
）

〃（
総
合
管
理
）

熊
本
県
立
大（
総
合
管
理

）

〃（
環
境
共
生
）

〃（
環
境
共
生
）

防
衛
大
学
校

〃〃〃

北
海
道
薬
大（
薬
）

酪
農
学
園
大（
獣
医
）

国
際
医
療
福
祉
大（
保
健
）

自
治
医
大（
医
）

埼
玉
工
大（
工
）

帝
京
平
成
大（
薬
）

青
山
学
院
大（
国
際
政
経
）

〃

（
経
営
）

学
習
院
大（
文
）

〃

（
文
）

北
里
大（
獣
医
畜
産
）

杏

林

大（
医
）

慶

応

大（
法
）

〃（
総
合
政
策
）

〃

（
経
済
）

〃

（
理
工
）

〃（
環
境
情
報
）

国
学
院
大（
文
）

国
際
基
督
教
大（
教
養
）

〃

（
教
養
）

駒

澤

大（
文
）

〃

（
仏
教
）

〃

（
仏
教
）

〃

（
仏
教
）

実
践
女
子
大（
生
活
科
学
）

芝
浦
工
大（
工
）

〃
（
シ
ス
工
）

順
天
堂
大（
医
）

上
智
大（
外
国
語
）

〃

（
法
）

成

城

大（
経
済
）

専

修

大（
文
）

〃
（
ネ
ッ
ト
ワ
）

〃
（
ネ
ッ
ト
ワ
）

多
摩
美
大（
美
術
）

中

央

大（
文
）

〃

（
法
）

〃

（
法
）

〃

（
法
）

〃

（
経
済
）

〃

（
商
）

津
田
塾
大（
学
芸
）

東
京
音
大（
音
楽
）

東
京
慈
恵
会
医
大（
医
）

東
京
電
機
大（
工
）

東
京
電
機
大（
理
工
）

東
京
理
大（
経
営
）

〃

（
理
）

〃
（
基
礎
工
）

東

邦

大（
医
）

東

洋

大（
文
）

〃

（
文
）

〃

（
法
）

〃

（
社
会
）

日

本

大（
法
）

〃

（
商
）

〃
（
国
際
関
係
）

〃

（
工
）

〃

（
理
工
）

〃

（
理
工
）

〃
（
生
物
資
源
）

日
本
獣
医
畜
産
大（
応
用
生
命

）

法

政

大（
文
）

〃

（
法
）

〃

（
経
済
）

〃

（
経
済
）

〃
（
人
間
環
境
）

武

蔵

大（
経
済
）

〃

（
経
済
）

明

治

大（
文
）

〃

（
法
）

〃
（
政
治
経
済
）

〃

（
商
）

〃

（
商
）

明
治
学
院
大（
文
）

〃

（
法
）

〃

（
社
会
）

立

教

大（
文
）

〃

（
文
）

立

正

大（
心
理
）

早
稲
田
大（
第
一
文
）

〃

（
第
二
文
）

〃

（
第
二
文
）

〃
（
政
治
経
済
）

〃

（
商
）

〃

（
理
工
）

〃

（
理
工
）

北

陸

大（
薬
）

愛
知
学
院
大（
心
身
科
学
）

中

京

大（
体
育
）

中
部
大（
応
用
生
物
）

京
都
薬
大（
薬
）

も
八
〇
の
数
を
突
破
す
る
力
は
つ

け
て
き
て
い
る
。
全
員
一
丸
と

な
っ
て
事
に
邁
進
す
れ
ば
可
能
な

数
値
で
あ
ろ
う
。

以
下
、
合
格
者
を
掲
載
す
る
。
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歳
月
、
人
を
待
た
ず

副
学
校
長

松
本

玲
一

菊
池
寛
の
言
葉
に
「
人
生

は
一
局
の
将
棋
な
り
。
指
し

直
す
こ
と
は
不
能
」
と
い
う

名
言
が
あ
る
。
山
あ
り
谷
あ

り
、
し
か
し
や
り
直
し
の
き

か
な
い
と
こ
ろ
、
人
生
は
一

局
の
将
棋
と
同
じ
だ
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

新
入
生
の
諸
君
は
、
今
新

鮮
な
気
持
と
多
少
緊
張
感
の

中
で
大
き
な
希
望
を
抱
い
て

過
ご
し
て
い
る
こ
と
だ
ろ

う
。
こ
れ
か
ら
も
初
心
を
忘

れ
な
い
で
も
ら
い
た
い
。

本
校
は
近
年
、
進
学
ム
ー

ド
が
極
め
て
高
ま
り
、
一
昨
年

は
東
大
は
じ
め
国
立
大
八
十
八

名
、
う
ち
国
立
大
医
十
名
、
国

公
立
大
合
格
者
は
百
十
名
で
本

校
史
上
最
高
で
あ
っ
た
。

今
春
は
卒
業
生
数
が
昨
年
よ

り
五
十
名
少
な
か
っ
た
が
東
大

は
じ
め
国
立
大
医
十
名
、
九
大

十
名
等
国
立
大
が
八
十
一
名
、

国
公
立
大
合
格
者
は
九
十
七

名
。
私
立
大
医
に
十
四
名
等
の

成
績
は
生
徒
の
努
力
の
結
晶
と

成
果
で
あ
る
。

学
校
と
し
て
は
、
そ
の
成
果

を
更
に
上
げ
る
た
め
に
、
各
学

年
や
各
部
、
各
教
科
等
で
そ
れ

に
必
要
な
あ
ら
ゆ
る
対
策
を
講

じ
よ
う
と
し
て
い
る
。

創
立
以
来
、
合
掌
と
「
師
弟

の
和
熟
」
を
教
育
の
礎
に
、
こ

の
新
学
期
は
一
層
授
業
に
も
活

気
が
み
な
ぎ
っ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
に
、
本
校
の
先
生
方
の
意

気
込
み
と
熱
意
に
は
相
当
の
も

の
が
感
じ
ら
れ
る
。

し
か
し
、
成
果
を
上
げ
る
最

大
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
自
分
の
夢

を
実
現
す
べ
く
諸
君
自
身
の
熱

意
と
努
力
以
外
の
何
物
で
も
な

い
。勉

強
、

勉
強
、

勉
強
の
み

よ
く
奇
蹟
を
生
む

―
―
武
者
小
路
実
篤

一
、学
習
プ
ラ
ン
を
立
て
よ
う

ま
ず
は
合
理
的
な
学
習
プ
ラ

ン
を
立
て
る
こ
と
で
あ
る
。
計

画
の
な
い
、
行
き
あ
た
り
ば
っ

た
り
の
学
習
は
非
能
率
的
で
あ

る
ば
か
り
で
な
く
、
目
標
達
成

は
お
ぼ
つ
か
な
い
。

「
プ
ラ
ニ
ン
グ
上
手
は
勉
強
上

手
」
と
も
言
わ
れ
る
。
そ
の
計

画
に
従
っ
て
、
定
め
た
時
間
に

勉
強
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
学

習
上
、
次
の
二
つ
の
点
で
効
果

的
で
あ
る
。

拭
勉
強
の
取
り
掛
り
が
よ
く
な

る
。

植
今
の
勉
強
に
集
中
で
き
る
。

計
画
を
立
て
て
勉
強
の
習
慣

を
形
成
し
よ
う
。
そ
の
立
て
方

に
つ
い
て
は
、
担
任
の
先
生
、

進
学
担
当
の
先
生
、
教
科
の
先

生
等
が
身
を
も
っ
て
体
験
さ
れ

た
ベ
テ
ラ
ン
で
あ
る
の
で
積
極

的
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
よ

う
。

二
、勉
強
に
力
を
集
中
し
よ
う

計
画
が
立
っ
た
ら
次
は
実
行

あ
る
の
み
。
そ
の
際
一
番
い
け

な
い
の
は
、
「
今
日
は
こ
こ
で

や
め
て
お
こ
う
」
と
か
、
「
今

日
は
半
分
に
と
ど
め
て
お
こ

う
」
と
か
言
っ
て
自
分
に
負
け

る
こ
と
で
あ
る
。
計
画
は
必
ず

実
行
に
移
す
精
神
力
が
大
切
で

あ
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
実
行
不
可

能
な
盛
り
沢
山
の
計
画
を
立
て

な
い
こ
と
で
あ
る
。
ダ
ラ
ダ
ラ

勉
強
は
非
能
率
的
。
短
時
間
で

も
集
中
し
て
勉
強
す
れ
ば
能
率

は
上
が
る
。

三
、不
得
意
科
目
を
征
服
し
よ
う

セ
ン
タ
ー
試
験
の
七
割
は
教

科
書
レ
ベ
ル
で
あ
る
。

弱
点
科
目
が
あ
っ
て
は
到
底

合
格
は
望
め
な
い
。
不
得
意
科

目
の
征
服
に
も
工
夫
を
凝
ら
す

べ
き
で
あ
る
。
授
業
中
に
は
、

目
を
皿
の
よ
う
に
し
て
先
生
を

見
詰
め
、
耳
を
そ
ば
だ
て
て
聞

き
、
質
問
で
先
生
を
教
壇
に
立

ち
往
生
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
た

と
し
た
ら
、
そ
の
ク
ラ
ス
は
素

晴
ら
し
い
ク
ラ
ス
で
あ
る
。
ク

ラ
ス
の
雰
囲
気
が
先
生
方
に
意

気
を
感
じ
さ
せ
て
相
乗
効
果
を

生
む
の
で
あ
る
。

四
、強
固
な
意
志
を
持
ち
続
け

よ
う

計
画
的
、
科
学
的
、
合
理
的

な
学
習
と
そ
の
計
画
を
完
全
に

遂
行
す
る
強
固
な
意
志
が
、
諸

君
の
前
途
に
光
明
を
与
え
て
く

れ
る
。
「
意
の
あ
る
と
こ
ろ
道

は
通
ず
」
と
も
「
継
続
は
力
な

り
」
と
も
言
わ
れ
る
が
、
た
ゆ

ま
ざ
る
努
力
こ
そ
が
も
っ
と
も

大
切
で
あ
る
。
挫
折
し
そ
う
に

な
っ
た
ら
友
達
や
先
生
の
力
を

借
り
る
こ
と
で
あ
る
。
本
校
の

先
生
方
の
懐
は
広
い
。

易
上
が
り
の
勉
強
や
怠
学
の

面
か
ら
の
遅
刻
、
欠
席
な
ど
は

論
外
で
あ
る
。
平
常
考
査
な
ど

で
自
分
に
と
っ
て
よ
く
な
い
こ

と
が
あ
る
と
「
…
…
こ
れ
こ
れ

し
か
じ
か
、
勉
強
不
足
で
し

た
」
と
洩
ら
す
人
も
い
る
。
そ

れ
が
く
り
返
さ
れ
る
た
び

に
、
本
当
に
勉
強
不
足
で

あ
っ
た
の
か
、
い
や
何
も
勉

強
し
て
い
な
く
て
、
た
だ
言

い
訳
と
し
て
言
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
の
か
、
疑
問
が
残

る
。本

当
に
勉
強
不
足
で
あ
れ

ば
、
や
れ
ば
い
い
だ
け
で
あ

る
。青

春
は
二
度
と
な
い
。
そ

し
て
ま
た
、
青
春
時
代
は
極

め
て
短
い
。
そ
の
青
春
時
代

の
真
っ
只
中
に
い
る
諸
君

が
、
勉
強
に
打
ち
込
み
己
自

身
を
完
全
燃
焼
さ
せ
る
と

き
、
諸
君
の
青
春
は
輝
か
し

い
も
の
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

し
つ
こ
い
よ
う
だ
が
「
勉

強
せ
よ
、
勉
強
せ
よ
、
勉
強

が
第
一
で
あ
る
」

（
リ
ン
カ
ー
ン
）

最
後
に
、
陶
淵
明
の
言
葉

を
贈
ろ
う
。
「
時
に
及
ん
で

ま
さ当
に
勉
励
す
べ
し
、
歳
月
は

人
を
待
た
ず
」

（２）
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